
News
 作成：２０２４.０６.２１

長畑ひろのり 186vol. 

四條畷市議会議員 （本市唯一の完全無所属）・ 一級建築士
市政報告  　   月号07

文章は、弱視の方にも読みやすい可読性に優れた
ユニバーサルデザインフォントを使用しています。 e-mail   sky@nagahata.jp

長畑ひろのり事務所 Fax 　 050-3173-0081

http://nagahata.jp
公式サイト（４コマ漫画も掲載中）　　　　　　　　　　日々の主な活動　　　　　　　　政治以外の話題

公共施設再編計画の大幅変更 

表②

表①

図②です。赤いラインが敷地、薄いグレーが現在の市
民総合センター、イエローが建物（図①）を示してい
ます。但し、高さや日影規制等には配慮していません。

　

  「四條畷市中核的施設整備予備調査業務委託及び四
條畷南中学校跡地整備基本計画策定支援業務」に関
し、本業務の履行に最も適した契約相手方候補者を
選定するための公募型プロポーザルが実施されまし
た。結果、令和６年３月２９日、日建設計コンス
トラクション ・ マネジメント （株） を受託候補事業
者として選定しました。
　以下に記したのが、公募時に示された事業計画
概要のうち「公共施設再編」に関する箇所です。

（１）整備予定地の概要

（２）中核的施設の概要
　次に示す８つの公共施設を集積させた新たな複
合施設 （延床面積：約１５,７００㎡※） を整備する。
※１５,７００㎡：既存の公共施設の延床面積を積
み上げした数値であり、本業務の検討にあたって
の延床面積（上限値）とする。

　これで公共施設再編も動き出すと思っていたとこ
ろ、４月２３日、敷地面積「概ね１０,０００㎡」が
行政側のミスで大幅に減少するとの説明を受けまし
た。その時点で示された設計の基となる敷地面積は、
図② （A） を除いた「約７,６１７㎡」とのことでした。

　大きく敷地が減少すると、表②の８施設が現在の
市民総合センター敷地内に全て納まるのかと不安に
なり、簡単な図を書きました。簡単とは言え、表①
の建ぺい率と容積率より床面積４,５７０㎡、延床面
積１５,２３４㎡内に納まるよう、床面積４,５００㎡、
延床面積１３,５００㎡で作成しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成した
　　　　　　　　　　　　　　　　　　のが図①で、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　それを市民
　　　　　　　　　　　　　　　　　　総合センタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー敷地に配
　　　　　　　　　　　　　　　　　　置したのが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敷地全体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に要塞の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様なもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が建ち周
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囲に圧迫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　感を与え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ると同時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に、課題
が山積していることも判明しました。主なところで
は、敷地に余裕がないためにスペースを確保できな
い駐車場や駐輪場です。それらを確保するには地下
に設けるしかありませんが、確実に出土する埋蔵物
や追加する費用に対応するのも難しく、建物床面積
を縮小し高層化へと変更するしかありません。しか
し、以前より私は８施設を利用するための渋滞など
交通量対策は必要と訴えており、解消するには北側
から施設へ入るための右折レーンを作るなど前面道
路の拡幅が必要で、更に敷地面積が減少する可能性
があり、課題は解決どころか増えるばかりです。

　以上を踏まえ、５月の一週目、数回にわたり私の
書いた簡単な図をもとに８施設の集積はとても無理
ではないかと、担当課へ伝えました。（裏面へ続く）
　　　　　　　　　

（A）

図①

図②



・駐車場台数、交通量増大による課題
　　８施設総計　約 185台 （現在の敷地約 82台）
　　計画台数　　約　32台 （A22台 + B10 台）
・駐輪場台数の課題
　　８施設総計　約 260台 （現在の敷地約 70台）
　　計画台数　　約 200台 （C120 台 + D80 台）
・近隣住宅地への課題
　　住環境の変化
　　日影、圧迫感、上層階からの覗き込み
　　近隣住民の同意（用途緩和手続きに必須）
・バックヤードの課題
　　ホール搬出入口への大型車両動線
　　　同上　：搬出入スペースの確保
　　その他、ごみ収集やサービス車両等の機能性
・高層化に関する課題
　　日影規制を満足するために、基準階高、天井
　　高さの制限を受ける可能性あり

　そして５月２０日から順次、担当課から日建設計
コンストラクション ・ マネジメント （株） が作成した
下の設計図をもとに各会派へ説明がありました。

　設計（配置図・立面図）はあくまで参考程度と
のことでしたが、主となる動線は考えられており、
２棟に分けられ一部６階建てとなっていました。
また、図面内には以下の課題も記されていました。

　６階建てにしても駐車場や駐輪場は少ししか確保
できず、加えて、新たな課題も明らかになりました。
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　そこで、私が計画当初より訴えていた市庁舎（表
②８）と保健センター（〃５）はこの敷地から外し、
現在の市役所敷地で建て替えるように改めて要望し
　　　　　　　　　　　　　　　　ました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　そして６月７
　　　　　　　　　　　　　　　　日、議会全員協
　　　　　　　　　　　　　　　　議会が行われ、
　　　　　　　　　　　　　　　　行政から新たな
　　　　　　　　　　　　　　　　案が示されまし
　　　　　　　　　　　　　　　　た。内容はこれ
　　　　　　　　　　　　　　　　までと違い、こ
　　　　　　　　　　　　　　　　ども園等の配置
　　　　　　　　　　　　　　　　に納得できない
　　　　　　　　　　　　　　　　箇所はあるもの
　　　　　　　　　　　　　　　　の、私が要望し
　　　　　　　　　　　　　　　　た市庁舎と保健
　　　　　　　　　　　　　　　　センターを外す
　　　　　　　　　　　　　　　　内容となってい
　以下、行政から示された　　　　ました。
資料「整備方針たた
き台について」より、
大きく変更のあった
ものを報告します。

　以上を踏まえ、６
月２５日、定例議会
において質問をしま
した（次号に続く）。

D

　現在の市民総合セ
ンター敷地には、市
民総合センター（表
②１）棟と新こども
園棟の２棟を建設。
そのうち新こども園
棟には、将来的に児
童発達支援センター
も移転する。

　現在の市役所敷地
には、市庁舎 （〃８）
棟と子育て関連施設
棟の２棟（後に接続
し１棟とする予定）
を建設。そのうち子
育て関連施設棟には、
保健センター （〃５）
や子育て総合支援セ
ンターも移転する。
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